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融資の種類
現行の据置期間

運転資金
自治金融 なし 6か月 12か月 12か月
振興金融 なし 12か月 12か月 12か月

設備資金 運転資金 設備資金
変更後の据置期間

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた
市内の中小企業・個人事業主向けの支援制度

日立市からのお知らせ

借入に係る利子や保証料への補助を行うなど、円滑な
資金繰りを支援します

　新型コロナウイルス感染症により、売上の減少や事業縮小などの影響を受けた市内の中小
企業者や個人事業主向けに、資金繰りや雇用維持のための支援を行います。

（※）は市の認定が必要
です。また、対象となる融
資や、その内容は変更と
なる場合があります。
詳細は市のHPをご覧く
ださい。 

　手元資金の確保と円滑な資金繰りを支援するため、
運転資金の返済に新たな据置期間を設けます。

　金融支援制度を利用した借入の際に、所有不動産
を担保にした（根）抵当権を設定するためにかかる司
法書士手数料、登録免許税などの費用を補助します。 

円滑な資金繰り
への支援

事業の縮小や小学校の休校などで従業員に有給休暇を与えた
市内の中小企業及び小学校の休校に対応した保護者である
個人事業主に対する支援を行います

雇用を守る取組
への支援

金融機関から借入する資金の利子補給・保証料補給

自治・振興金融返済に係る据置期間の設定など

区分

日本政策金融公庫

茨城県

市中金融機関

補助対象の融資など
セーフティネット貸付
新型コロナウイルス対策マル経
衛生環境激変対策特別貸付
パワーアップ融資（※）
一般融資（セーフティネット保証・
危機関連保証活用）（※）

金利
1.91%
0.31%
1.91%
1.3～1.6%
金融機関
による

利子補給

3年間

3年間（県全額）

3年間

保証料補助

公庫保証

全額（県1/2）

全額

借入の際の担保設定に要した費用の補助

補助限度額　300,000円

※国（経済産業省・厚生労働省）が実施する新型コロナウイルス感染症に関連した支援策に変更があった場合、内容が変更となる
　場合があります。

https：//www.city.hitachi.lg.jp/jigyo/004/001/p084509.html

※国及び県の支援制度については、各ホームページをご覧ください。
【経済産業省】

制度
国補助 市補助

補助率 限度額 限度額

①雇用調整助成金への上乗せ補助
4/5（中小）、2/3（大企業）
※解雇を行わない場合は、
9/10（中小）、3/4（大企業）

従業員１人当たり
１日8,330円

従業員１人当たり
１日4,100円

②小学校等の臨時休業に伴う休暇取得支
　援補助 10/10 従業員１人当たり

１日8,330円
従業員１人当たり
１日4,100円

③小学校等の臨時休業
に伴う個人事業主へ
の休業支援補助

委託を受ける
個人事業主 （定額） 1日4,100円 1日2,100円

上記以外の個人
事業主 対象外 1日4,100円

https：//www.meti.go.jp/

【茨　城　県】https：//www.pref.ibaraki.jp/
【厚生労働省】https：//www.mhlw.go.jp/

市のホームページ
QRコード
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No.235

　我
が
家
で
は
、
猫
を
飼
っ
て

お
り
ま
す
。
名
前
は
ち
い
ち
ゃ

ん
、体
重
５
．７
キ
ロ
、５
歳
の

オ
ス
猫
で
す
。
全
身
が
真
っ
黒

で
瞳
だ
け
が
金
色
に
光
り
、
写

真
を
撮
っ
て
も
反
射
し
目
が

光
っ
て
、
イ
ン
ス
タ
映
え
し
ま

せ
ん
。
近
く
に
誰
か
が
い
な
い

と
甘
え
ん
坊
で
す
ぐ
に
鳴
き

ま
す
。

　ち
い
ち
ゃ
ん
は
、
妻
の
実
家

で
両
親
が
飼
っ
て
い
た
猫
で
す
。

妻
の
実
家
は
北
茨
城
の
山
奥
で

自
宅
の
1
0
0
メ
ー
ト
ル
四
方

に
は
家
が
無
く
、
山
と
畑
に
囲

ま
れ
た
空
気
が
と
て
も
美
味
し

い
、ポ
ツ
ン
と
一
軒
家
で
す
。山

で
は
、山
芋
堀
、た
ら
の
芽
、こ

し
あ
ぶ
ら
、畑
で
は
、た
く
さ
ん

の
野
菜
、み
か
ん
、柿
等
が
収
穫

で
き
、
自
給
自
足
が
で
き
る
様

な
静
か
な
場
所
で
す
。

　7
年
前
に
父
が
他
界
し
、
一

昨
年
に
は
母
も
他
界
し
、
ち
い

ち
ゃ
ん
は
妻
の
実
家
に
、
ひ
と

り
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
、

私
の
家
で
引
き
取
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
、
ば
あ

ち
ゃ
ん
か
ら
、
カ
リ
カ
リ
ご
は

ん
を
も
ら
っ
た
り
、
大
自
然
の

中
を
自
由
気
ま
ま
に
、
走
り
回

り
、時
々
ね
ず
み
、小
鳥
、も
ぐ

ら
を
獲
っ
て
食
べ
て
い
た
生

活
か
ら
一
変
、
狭
い
家
の
中
で

は
、
な
か
な
か
慣
れ
ず
、
外
に

出
し
て
ほ
し
い
と
、
す
ご
い
勢

い
で
鳴
き
ま
す
。

　朝
、
ご
は
ん
を
食
べ
終
わ
る

と
、
私
の
顔
を
見
て
ニ
ャ
ン
、

そ
し
て
走
り
回
り
、
放
っ
て
お

く
と
、
ま
た
近
く
に
来
て
ニ
ャ

ン
、
そ
し
て
追
い
か
け
っ
こ
が

始
ま
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
す
る

と
自
分
が
お
気
に
入
り
の
ソ

フ
ァ
ー
に
上
が
り
お
昼
寝
で

す
。
私
が
帰
宅
す
る
と
、
真
っ

先
に
玄
関
で
待
っ
て
い
て
く

れ
ま
す
。
ち
い
ち
ゃ
ん
は
カ
リ

カ
リ
ご
は
ん
は
、
あ
ま
り
好
き

で
な
く
、
缶
詰
め
が
大
好
き
で

す
。
妻
が
日
中
、
缶
詰
め
を
与

え
て
も
、
ま
た
私
の
と
こ
ろ
に

来
て
ニ
ャ
ン
ニ
ャ
ン
と
か
わ

い
い
声
で
ね
だ
り
ま
す
。
妻
は

「
食
べ
す
ぎ
、あ
げ
な
い
で
」と

言
い
ま
す
が
、
足
元
に
来
て
す

り
す
り
を
し
な
が
ら
鳴
か
れ

る
と
、あ
げ
て
し
ま
い
ま
す
。

　そ
ん
な
、
ち
い
ち
ゃ
ん
で
す

が
、困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
好
き
勝
手
に
北
茨
城

の
山
を
散
歩
し
て
い
た
の
で

外
に
出
た
く
て
仕
方
あ
り
ま

せ
ん
。
外
に
出
し
て
あ
げ
た
い

の
で
す
が
、
近
く
に
は
交
通
量

の
多
い
危
険
な
道
路
、
ま
た
糞

尿
に
よ
る
近
所
へ
の
迷
惑
を

考
え
る
と
、
ど
う
し
て
も
で
き

ま
せ
ん
。

　私
も
、
ち
い
ち
ゃ
ん
の
こ
と

を
考
え
、
外
の
空
気
だ
け
吸
わ

せ
て
あ
げ
る
よ
う
網
戸
に
し

て
あ
げ
た
り
、
二
階
の
ベ
ラ
ン

ダ
に
、
出
し
た
り
し
て
み
ま
し

た
が
、
網
戸
は
直
ぐ
に
破
か
れ

脱
走
、
二
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
は
屋

根
づ
た
い
に
ジ
ャ
ン
プ
、
簡
単

に
脱
走
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
あ

き
ら
め
ず
、
自
分
で
ペ
ッ
ト
専

用
ネ
ッ
ト
を
買
い
、
網
戸
を
造

り
成
功
し
ま
し
た
が
、今
度
は
、

も
の
す
ご
い
声
で
外
を
見
な

が
ら
鳴
い
て
い
ま
す
。
夜
は
、

ふ
と
ん
の
上
で
妻
と
一
緒
に

寝
て
い
ま
す
が
、
朝
方
4
時
こ

ろ
に
な
る
と
、
ま
た
す
ご
い
声

で
鳴
き
寝
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

最
近
は
、
夜
は
１
階
の
リ
ビ
ン

グ
に
閉
じ
込
め
て
お
き
ま
す

が
、
２
階
で
寝
て
い
て
も
、
も

の
す
ご
い
声
で
鳴
い
て
い
る

の
が
聴
こ
え
て
き
ま
す
。
か
わ

い
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
慣

れ
る
ま
で
の
辛
抱
だ
と
我
慢

さ
せ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ち

い
ち
ゃ
ん
は
北
茨
城
に
住
ん

で
い
た
こ
ろ
、
野
良
猫
と
け
ん

か
を
し
て
、
お
尻
を
か
み
つ
か

れ
、
病
院
に
連
れ
て
い
き
ま
し

た
。
診
断
の
結
果
、
野
良
猫
の

菌
が
入
り
、
猫
白
血
病
に
感
染

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
、
２
週
間
に
１
回
抗
が
ん
剤

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
お
り

ま
す
。

　私
が
在
籍
し
て
お
り
ま
す

日
立
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
で
、
２
０
１
９
年
４
月
に
国

際
ロ
ー
タ
リ
ー
地
区
大
会
に

参
加
し
、
犬
、
猫
を
は
じ
め
と

し
た
動
物
愛
護
活
動
の
講
話

が
あ
り
、
飼
い
主
の
勝
手
な
思

い
で
動
物
を
捨
て
た
り
し
て

は
い
け
な
い
。
最
後
ま
で
責
任

を
持
っ
て
面
倒
を
見
る
心
構

え
が
大
切
だ
と
聴
き
ま
し
た
。

　私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
、
愛

情
こ
め
て
、
ち
い
ち
ゃ
ん
と
楽

し
み
な
が
ら
過
ご
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

有
限
会
社
　
澤
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『
ち
い
ち
ゃ
ん
』
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日立市会瀬町３－10－1

ＴＥＬ 0294－35－8128

ＦＡＸ 0294－38－0408

営業時間　9：00～17：00

定 休 日　土曜　日曜　祝日

キラリ☆会員探訪 第138回

『ご縁でお客様になられた方々の安心と財産を守る』

　会
瀬
洞
門
通
り
か
ら
池
の

川
さ
く
ら
ア
リ
ー
ナ
へ
向
か

う
途
中
に
、
ひ
ま
わ
り
が
描

か
れ
た
店
舗
を
目
に
す
る
方

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

が
有
限
会
社
ヒ
タ
チ
保
険

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　代
表
取
締
役
の
佐
藤
洋
子

さ
ん
は
「
創
業
か
ら
45
年
、

損
保
・
生
保
の
販
売
と
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
ご

縁
で
お
客
様
に
な
ら
れ
た
皆

さ
ん
の
安
心
と
財
産
を
守
る

こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。

　昭
和
50
年
に
佐
藤
さ
ん
は

お
父
様
の
経
営
す
る
タ
ク

シ
ー
会
社
で
事
務
を
す
る
傍

ら
、
損
保
会
社
か
ら
の
勧
め

も
あ
り
代
理
店
の
資
格
を
取

り
営
業
を
始
め
ま
し
た
。
昭

和
60
年
、
そ
の
タ
ク
シ
ー
会

社
の
廃
業
を
機
に
、
保
険
業

一
本
で
自
立
す
る
こ
と
を
決

意
。
家
族
の
協
力
も
あ
り
自

宅
敷
地
に
店
舗
を
設
け
、
1

人
で
営
業
を
続
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
子
供
た
ち
な
ど
家

族
に
割
く
時
間
も
必
要
に
な

り
「
自
分
の
時
間
を
買
う
つ

も
り
で
…
」
と
考
え
従
業
員

を
採
用
。
平
成
２
年
に
法
人

登
録
し
ま
し
た
。

常
に
よ
く
話
し
合
い
和
気
あ

い
あ
い
の
社
内

　平
成
27
年
に
店
舗
が
手
狭

に
な
り
今
の
場
所
に
移
転
。

現
在
、
社
員
は
事
務
職
と
営

業
職
の
11
名
で
、
常
に
皆
で

よ
く
話
し
合
い
和
気
あ
い
あ

い
の
社
内
で
す
。
そ
の
中
で

保
険
に
関
す
る
資
格
取
得
、

関
係
法
令
の
知
識
習
得
な
ど

一
人
ひ
と
り
が
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の

甲
斐
あ
っ
て
ス
キ
ル
の
高
い

損
保
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

が
３
名
在
籍
。
だ
か
ら
こ
そ

お
客
様
の
立
場
に
立
っ
た
最

適
な
プ
ラ
ン
を
提
案
提
供
で

き
ま
す
。

　「
こ
の
仕
事
は
私
の
天
職
と

思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
訪

問
型
の
営
業
が
多
い
の
で
す

が
、
お
客
様
が
安
心
し
て
来

て
く
だ
さ
る
来
店
型
の
お
店

に
出
来
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
に

選
ば
れ
る
保
険
代
理
店
を
目

指
し
ま
す
」と
、
笑
顔
を
絶
や

さ
ず
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ひとこと日立自慢 か
い
ぎ
し
ょ
☆
往
復
書
簡

　商工会議所の組織増強にご協力いただきありがとうございます。
引き続きよろしくお願いいたします。

　セミナーなどに参加したことがないのですが、商工会議所保険制
度の業務災害補償プランはとても良い制度です。この制度をお客様
にご紹介する際、商工会議所の会員加入も勧めております。

商工会議所より

商工会議所さんへ

未来予想図

　実は、市の計画道路（令和5年完成）に
我社の敷地も入っているため、近い将来
ここから移転することになります。未来
のお店でも和気あいあいの雰囲気はその
ままに、お客様が来てみたくなる、入っ
て良かったなと思ってもらえるようなお
店にしたいと考えています。

有限会社
ヒタチ保険サービスセンター
代表取締役  佐藤　洋子さん

写真：佐藤さん（右から２番目）と

　　　営業スタッフの皆さん

　「かみね公園の夜
景はきれい」と、六甲
山を観光して思いま
した。
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な
り
今
の
場
所
に
移
転
。

現
在
、
社
員
は
事
務
職
と
営

業
職
の
11
名
で
、
常
に
皆
で

よ
く
話
し
合
い
和
気
あ
い
あ

い
の
社
内
で
す
。
そ
の
中
で

保
険
に
関
す
る
資
格
取
得
、

関
係
法
令
の
知
識
習
得
な
ど

一
人
ひ
と
り
が
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の

甲
斐
あ
っ
て
ス
キ
ル
の
高
い

損
保
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

が
３
名
在
籍
。
だ
か
ら
こ
そ

お
客
様
の
立
場
に
立
っ
た
最

適
な
プ
ラ
ン
を
提
案
提
供
で

き
ま
す
。

　「
こ
の
仕
事
は
私
の
天
職
と

思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
訪

問
型
の
営
業
が
多
い
の
で
す

が
、
お
客
様
が
安
心
し
て
来

て
く
だ
さ
る
来
店
型
の
お
店

に
出
来
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
に

選
ば
れ
る
保
険
代
理
店
を
目

指
し
ま
す
」と
、
笑
顔
を
絶
や

さ
ず
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ひとこと日立自慢 か
い
ぎ
し
ょ
☆
往
復
書
簡

　商工会議所の組織増強にご協力いただきありがとうございます。
引き続きよろしくお願いいたします。

　セミナーなどに参加したことがないのですが、商工会議所保険制
度の業務災害補償プランはとても良い制度です。この制度をお客様
にご紹介する際、商工会議所の会員加入も勧めております。

商工会議所より

商工会議所さんへ

未来予想図

　実は、市の計画道路（令和5年完成）に
我社の敷地も入っているため、近い将来
ここから移転することになります。未来
のお店でも和気あいあいの雰囲気はその
ままに、お客様が来てみたくなる、入っ
て良かったなと思ってもらえるようなお
店にしたいと考えています。

有限会社
ヒタチ保険サービスセンター
代表取締役  佐藤　洋子さん

写真：佐藤さん（右から２番目）と

　　　営業スタッフの皆さん

　「かみね公園の夜
景はきれい」と、六甲
山を観光して思いま
した。
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会議所インフォメーション会議所インフォメーション TEL 22-0128  FAX 22-0120

　「一般的に転職はあまり良しとされません。でも、その先で新たな出会いと経験が得られれ

ば、さらなる成長も可能なのです」と語り、竹野下靖氏（60歳）は自らの半生を振り返りました。

　水府村生まれの日立市育ち。大学卒業後に茨城交通株式会社に入社。その後33歳の時に日

立製作所のグループ企業に転職。12年後の45歳の時に日立電鉄交通サービス株式会社へ出

向し、その２ヶ月後に同社に転属。それから14年経った昨年５月に会社は合併に至り、茨城

交通株式会社になりました。これはまるで大海原で成長した鮭が故郷に戻るように、期せず

して竹野下氏は古巣に戻れたことになりました。

　その間、かつての上司たちから多くを学びました。とても怖い存在ながら面倒見の良かっ

た先輩たちを忘れず、今も襟を正し仕事に精進しています。

　そんな竹野下氏のプライベートは、ほのぼのとした日常に包まれています。愛犬との散歩

だったり、一曲でも弾けたらなと思って始めたギターの

練習だったり。最近は普通二輪免許の取得と、125ccバ

イクの購入を夢見て500円玉貯金に挑戦中です。近い将

来、街角で風を切りながらバイクを走らせる竹野下氏の

姿が見られるかもしれません。

　最後に「現在会社ではBRTや自動運転に続く市内の新

たな交通手段として、MaaS（相乗りタクシーサービス等）

の実証実験をしているところです。会社だけでなく商工

会議所議員として、住民の皆様の力や街の活性化に寄与

できるよう努力したいと思います」と、抱負を語ってく

れました。

役員・議員紹介コーナー

『素顔』
現在当所には商工会議所の運営について意思決定を行う１１０名の“議員”の方々がいます。
議員の皆さんには地域における商工業の振興と地域社会の進展にご尽力いただく重要な役割
を果たして頂いています。このコーナーではその“議員”の皆さんにスポットをあて、その
素顔にせまっていきます。

茨城交通株式会社　日立オフィス 総務部長　竹野下　靖 氏（交通運輸業部会）

第98回

かいぎしょＮＥＷＳ　チラシ折込サービス・広告掲載事業所募集

◆毎月20日・3,300部発行
〇チラシ折込サービス
チラシ

Ｂ5・Ａ4判

Ｂ4・Ａ3判（2つ折り）

1枚折込につき　033,000円

1枚折込につき　049,500円

1部折込につき　110,000円

パンフレット（1部50ｇまで）

Ａ4判まで

〇広告掲載
　サイズ：タテ50ｍｍ×ヨコ170ｍｍ
　掲載料：13,200円
　　　　　（年間5回以上掲載の場合、
　　　　　　　　　　10％割引になります。）
　問合せ：総務課　　※料金は全て税込です

　当所発行「かいぎしょNEWS」へのチラシ折込、広告掲載事業所を募集
します。
　「お店のPR」「新製品・新商品のご紹介」「展示会・イベントの告知」等の
広報に利用してみませんか？
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経済産業省からのお知らせ

令和2年4月8日現在

【融　資】
・無利子・無担保融資 
・マル経融資の金利引下げ 

・持続化給付金

【生産性革命推進事業】
・ものづくり・商業・サービス補助金 
・持続化補助金 
・IT導入補助金

【雇用関連】
・雇用調整助成金の特例措置 
・小学校の臨時休業に伴う保護者の休暇取
得支援（労働者に休暇を取得させた事業
者向け）

・小学校等の臨時休業に対応する保護者支援
（委託を受けて個人で仕事をする方向け）

【テレワーク】
・テレワーク導入支援策

【税の申告・納付】
・税務申告・納付期限の延長 
・国税の納付の猶予制度 
・地方税の猶予制度 

【社会保険】
・厚生年金保険料等の猶予制度

【電気・ガス料金】
・電気・ガス料金の支払いについて

簡易組立式・喫煙ブース簡易組立式・喫煙ブース
完全屋外排気！

厚生労働省基準クリア！
※設置場所の現地確認が

　必ず必要です

タバコを吸う人も、吸わない人も
　　　　　　　快適な空間を目指して

型式
サイズ（幅×奥×高）
総重量
対応電圧/消費電力
ドア仕様
塗装仕様
屋外使用
本体材質

IW-2003R（標準型） IW-2004S（スリム型）
1,600×1,319×2,393  1,600×889×2,393
 360kg 280kg
AC100V/約200W/h
スライドドア（自閉式）   バリアフリータイプ
屋外対応焼付塗装

可能（コーキング不要）

ガルバリウム鋼板・アルミニウム・強化ガラス

簡単に組立、解体、移動が可能な喫煙ブース
シンプル設計! 拡張可能!
床面が無いバリアフリー
構造。フレーム上に
パネルとボルトのみで
組立てるシンプルな設計。

拡張パーツを使用する
ことで横方向に制限なく
サイズ拡張が可能！
（拡張サイズ609mm/1セット）
※スリムタイプは拡張できま
　せん。どこでも置ける！

前野商事株式会社
職場環境改善のエキスパート

〒317－0063　日立市若葉町1－17－5 前野ビル1F

担当者：佐川・藤枝・佐野
TEL 0294（23）0233（代）  FAX 0294（23）0234
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TEL 0294（23）0233（代）  FAX 0294（23）0234
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　渋
沢
栄
一
は
、明
治
以
降
に

４
８
１（
東
商
調
べ
）の
会
社
や
、

６
０
０
余
り
の
社
会
事
業
に

か
か
わ
り
、ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

の
候
補
に
も
二
回
な
っ
た「
日

本
の
近
代
化
の
父
」と
で
も
い

う
べ
き
偉
人
に
他
な
り
ま
せ

ん
。昨
年
、大
河
ド
ラ
マ
の
主
人

公
や
新
一
万
円
札
の
肖
像
に

決
ま
り
、一
躍
脚
光
を
浴
び
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
連
載
で
は
、そ
ん
な
彼

の
思
想
や
行
動
か
ら
、現
代
に

活
か
せ
る
知
恵
を
学
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
ず
一

回
目
は
渋
沢
栄
一
の
勉
強
法

に
つ
い
て
。

　江
戸
時
代
に
豪
農
の
子
と
し

て
生
ま
れ
た
彼
は
、６
歳
か
ら

父
親
の
も
と
で
、８
歳
か
ら
従

兄
の
尾
高
淳
忠（
お
だ
か
じ
ゅ

ん
ち
ゅ
う
）の
も
と
で
漢
籍
を

学
び
ま
す
。そ
し
て
、こ
の
尾
高

の
教
え
方
が
と
て
も
ユ
ニ
ー

ク
で
、栄
一
に
次
の
よ
う
に
述

べ
た
そ
う
で
す
。

　「
読
書
の
読
解
力
を
つ
け
る

に
は
読
み
や
す
い
も
の
か
ら

入
る
の
が
一
番
よ
い
。ど
う
せ

四
書
・
五
経
を
丁
寧
に
読
ん
で

腹
に
い
れ
て
も
、真
に
わ
が
物

に
な
っ
て
、働
き
を
生
ず
る
の

は
、だ
ん
だ
ん
年
を
取
っ
て
世

の
中
に
関
わ
っ
て
い
っ
た
上

に
あ
る
の
だ
か
ら
。今
の
と
こ

ろ
で
は
か
え
っ
て『
三
国
志
』で

も『
八
犬
伝
』で
も
、何
で
も
面

白
い
と
思
っ
た
も
の
を
、心
を

と
め
て
読
み
さ
え
す
れ
ば
、い

つ
か
読
解
力
が
つ
い
て
、『
日
本

外
史
』も
読
め
る
よ
う
に
な
り
、

『
十
八
史
略
』も『
史
記
』も『
漢

書
』も
お
い
お
い
面
白
く
な
る

か
ら
、せ
い
ぜ
い
多
く
読
む
が

よ
い
」

　た
く
さ
ん
読
め
ば
読
解
力

も
自
ず
と
つ
く
、と
い
う
観
点

か
ら
、面
白
い
と
思
っ
た
も
の

を
乱
読
さ
せ
て
い
っ
た
の
で

す
。　こ

う
し
た
学
び
方
に
よ
っ

て
、栄
一
は
ま
ず
大
の
読
書
好

き
に
な
り
ま
し
た
。子
供
の
こ

ろ
、本
を
読
み
な
が
ら
道
を
歩

い
て
い
て
溝
に
落
ち
て
し
ま

い
、母
親
に
怒
ら
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　さ
ら
に
、彼
は
歴
史
書
の
類

を
大
量
に
読
む
こ
と
に
よ
っ

て
、「
物
事
を
判
断
す
る
さ
い
は
、

自
分
と
は
反
対
の
意
見
も
含

め
る
形
で
幅
広
く
情
報
を
集

め
、そ
れ
を
も
と
に
し
て
大
局

的
に
見
る
こ
と
が
重
要
」と
い

う
こ
と
も
学
ん
で
い
き
ま
し

た
。　た

と
え
ば
彼
は
23
歳
の
と

き
、幕
府
の
転
覆
を
目
指
し
て

高
崎
城
襲
撃
計
画
と
い
う
の

を
立
て
ま
す
。仲
間
を
集
め
、武

器
も
集
め
て
決
行
前
夜
と
い

う
と
き
に
、京
都
か
ら
帰
っ
て

き
た
同
志
か
ら
実
行
を
反
対

さ
れ
る
の
で
す
。渋
沢
栄
一
は

「
こ
こ
ま
で
準
備
し
て
、い
ま
さ

ら
止
め
ら
れ
る
か
」と
同
志
と

激
論
に
な
り
ま
す
が
、最
後
に

は
相
手
に
理
が
あ
る
と
認
め
、

中
止
に
し
ま
す
。こ
う
し
た
彼

の
柔
軟
さ
は
、幼
少
の
こ
ろ
の

勉
強
法
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た

一
面
が
あ
る
の
で
す
。

作
家
・
グ
ロ
ー
ビ
ス
経
営
大
学
院

客
員
教
授

守
屋

　
　淳

「感動」

「
渋
沢
栄
一
の
勉
強
法
」

日常の些細なことにどれだけ感動

できるか、その感性がもっとも優れ

たクリエイティブだと思う。

　　　　　　書道家　武田　双雲


